
第３期さいたま子ども・青少年のびのび希望プランの策定について

概 要

以下の点を踏まえ、「第３期子ども・青少年のびのび希望プラン」を令和６年度中に策定する。
①現行の「第２期子ども・青少年のびのび希望プラン」の計画期間が令和６年度末に終了
②こども基本法に基づき、「市町村こども計画」の策定が努力義務化

計画期間

計画体系

令和７年度～令和１１年度（５年間）
※計画期間中に法制度の変更や社会状況の変化等が生じた場合は、必要に応じて中間年を目安に見直しを行う。

こども
まんなか

結婚・
妊娠支援

少子化
対策

子どもの
居場所づくり

●子供の貧困対策に関する大綱
●少子化社会対策大綱
●子供・若者育成支援推進大綱

こども大綱
（既存の3大綱を一元化）

自立促進計画
（母子及び父子並びに寡婦福祉法）

市町村子ども・若者計画
（子ども・若者育成支援推進法）

市町村行動計画
（次世代育成支援対策推進法）

母子保健計画
（健やか親子21（第２次））

子ども・子育て支援事業計画
（子ども・子育て支援法）

子どもの貧困対策推進計画
（子どもの貧困対策の推進に関する法律）

市町村こども計画
（こども基本法）

関連計画と一体的に、市町村こども計画として策定
一体的

勘案

資料４

※子ども・子育て支援事業計画に包含する計画

・市町村行動計画（次世代育成支援対策推進法）

・母子保健計画（健やか親子21（第２次））

・ 市町村子ども・若者計画（子ども・若者育成支援推進法）

・ 自立促進計画（母子及び父子並びに寡婦福祉法）

第２期から第３期へ

第
２
期

第
３
期

（子どもの貧困対策の推進に関する法律）（子ども・子育て支援法）

1



第２期計画の分析・評価、基礎調査等の分析
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基本目標 主な第２期計画の分析・評価 基礎調査等の分析

１．親と子が共
に健やかに暮ら
せるまちづくり

【R5実績 A：１４、B：０、C：０】

●妊産婦・新生児訪問や、特定妊婦への対応
や虐待予防を観点とする訪問が増加。児童
相談との連携強化が必要。

●「医療体制の充実」、「子育てに関す
る情報提供や学習機会の充実」のニー
ズは高い。妊娠期間中の「経済的支
援」や「家事代行」へのニーズが増加。

２．子育てがし
やすい環境づく
り

【R5実績 A：４４、B：６、C：２】

●保育所等については、待機児童が解消され
たが、今後も保育需要の増加の見込み。

●放課後児童クラブの受入可能児童数は増加
したが、待機児童は依然として存在。

●定期的に教育・保育施設を利用する未
就学児の割合は増加。

●放課後児童クラブのニーズは増加。
●乳幼児の遊び場や子育て中の方々の交
流に対するニーズは低下傾向。

３．専門的な知
識・技術が必要
な子ども・家庭
への支援の充実

【R5実績 A：１９、B：３、C：０】

●児童虐待対応件数は横ばいで推移。
●療育センターの初診待ち期間の短縮に向け、
令和6年2月に療育センターひなぎくを新設
したが、受診希望者も増加。

-

４．子ども・若
者の健全育成

【R5実績 A：１７、B：２、C：５】

●地域活動の担い手の確保が課題。
●若年無業者の割合は、上昇傾向。
●さいたま市若者自立支援ルームの延べ
利用者数、1日平均利用者数は増加。

５．ひとり親家
庭等への自立支
援の充実

【R5実績 A：１６、B：１、C：４】

●国の制度の充実により、母子寡婦福祉資金
の貸付が減少。

●児童扶養手当受給者数は、減少傾向。
●経済的自立のための資格等習得の支援
へのニーズは若干減少。

子どもの貧困対
策推進計画

【R5実績 A：１９、B：０、C：０】

●概ね目標通り達成できているが、より多く
の世帯を支援できるよう周知・啓発が必要。

●心おきなく相談できる者の有無や、大
学以上への子どもの進学希望が支援利
用者では一般世帯に比べて低い。

※ R5年度実績の評価基準 A：達成率90%以上 B：達成率70%以上90%未満 C：達成率70%未満



基本理念・計画の視点（案）
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■ 計画の基本理念
子ども・青少年の幸せと命の尊さを

第一に考え、未来を担うすべての子ど
も・青少年が輝いて成長できるまち

■ 計画の基本理念
子ども・青少年の幸せと命の尊さを

第一に考え、未来を担うすべての子ど
も・青少年が輝いて成長できるまち

第２期 第３期

■ 計画の視点
●子ども・青少年が主体の視点
●すべての子ども・青少年・子育て

家庭を支援する視点
●社会全体で支援する視点

■ 計画の視点
●子ども・青少年が主体の視点
●すべての子ども・青少年・子育て

家庭を支援する視点
●社会全体で支援する視点

■ 計画の基本理念
社会全体で子ども・青少年の幸せと

命の尊さを第一に考え、未来を担うす
べての子ども・青少年が自分らしく輝
いて成長できるまち

■ 計画の基本理念
社会全体で子ども・青少年の幸せと

命の尊さを第一に考え、未来を担うす
べての子ども・青少年が自分らしく輝
いて成長できるまち

■ 計画の視点
●子ども・青少年が主体の視点
●すべての子ども・青少年・子育て

家庭を支援する視点
●社会全体で支援する視点

■ 計画の視点
●子ども・青少年が主体の視点
●すべての子ども・青少年・子育て

家庭を支援する視点
●社会全体で支援する視点

踏襲

「こどもまんなか」の視点



基本目標と施策体系（案）
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親と子が共に健やかに暮らせる
まちづくり

施策① 妊娠期からの切れ目ない母子保健体制の充実
施策② 親子の健やかな成長のための支援と環境整備
施策③ 思春期のこころと身体の健康づくり

親と子が共に健やかに暮らせる
まちづくり

施策① 妊娠期からの切れ目ない母子保健体制の充実
施策② 親子の健やかな成長のための支援と環境整備
施策③ 思春期のこころと身体の健康づくり

Ⅰ

第２期 第３期

子育てがしやすい環境づくり

施策① 幼児教育・保育の充実
施策② 地域における子育て支援の充実
施策③ 相談・情報提供の充実
施策④ 放課後の居場所づくり

子育てがしやすい環境づくり

施策① 幼児教育・保育の充実
施策② 地域における子育て支援の充実
施策③ 相談・情報提供の充実
施策④ 放課後の居場所づくり

Ⅱ

専門的な知識・技術が必要な
子ども・家庭への支援の充実
施策① 児童虐待防止対策の充実
施策② 社会的養育施策の充実
施策③ 障害児施策の充実

専門的な知識・技術が必要な
子ども・家庭への支援の充実
施策① 児童虐待防止対策の充実
施策② 社会的養育施策の充実
施策③ 障害児施策の充実

Ⅲ

子ども・若者の健全育成
施策① 多様な体験・活動の提供

施策② 地域における多彩な人材の育成
施策③ 困難を有する子ども・若者の支援

子ども・若者の健全育成
施策① 多様な体験・活動の提供

施策② 地域における多彩な人材の育成
施策③ 困難を有する子ども・若者の支援

Ⅳ

ひとり親家庭等への自立支援
の充実
施策① 生活支援
施策② 就労支援
施策③ 子どもに対する支援

ひとり親家庭等への自立支援
の充実
施策① 生活支援
施策② 就労支援
施策③ 子どもに対する支援

Ⅴ

安心して子どもを生み育てられる
環境づくり
施策① 結婚や妊娠を望む方への支援
施策② 妊娠期からの切れ目のない母子保健サービスの充実

施策③ 親子の健やかな成長のための支援と環境整備

安心して子どもを生み育てられる
環境づくり
施策① 結婚や妊娠を望む方への支援
施策② 妊娠期からの切れ目のない母子保健サービスの充実

施策③ 親子の健やかな成長のための支援と環境整備

Ⅰ

子育てがしやすい環境づくり
施策① 幼児教育・保育の提供体制の確保
施策② 多様なニーズに応える保育サービスの充実
施策③ 放課後の居場所の確保と充実
施策④ 子育てを支える経済的支援の充実
施策⑤ 社会全体で支える子育て支援の充実
施策⑥ 相談・情報提供の充実

子育てがしやすい環境づくり
施策① 幼児教育・保育の提供体制の確保
施策② 多様なニーズに応える保育サービスの充実
施策③ 放課後の居場所の確保と充実
施策④ 子育てを支える経済的支援の充実
施策⑤ 社会全体で支える子育て支援の充実
施策⑥ 相談・情報提供の充実

子ども・若者が健全に成長できる
環境づくり
施策① 子ども・若者の権利と個性が尊重される社会の実現

施策② 多様な体験・活動の提供
施策③ 地域における多彩な人材の育成
施策④ 子ども・若者の居場所づくり
施策⑤ 困難を有する子ども・若者の支援
施策⑥ 健全な成長を支える安全な環境づくり

子ども・若者が健全に成長できる
環境づくり
施策① 子ども・若者の権利と個性が尊重される社会の実現

施策② 多様な体験・活動の提供
施策③ 地域における多彩な人材の育成
施策④ 子ども・若者の居場所づくり
施策⑤ 困難を有する子ども・若者の支援
施策⑥ 健全な成長を支える安全な環境づくり

誰一人取り残さない支援の充実
施策① 障害児施策の充実
施策② 児童虐待防止対策の充実
施策③ 社会的養育施策の充実
施策④ ひとり親家庭等への自立支援の充実
施策⑤ 貧困の連鎖を断ち切るための支援の充実

誰一人取り残さない支援の充実
施策① 障害児施策の充実
施策② 児童虐待防止対策の充実
施策③ 社会的養育施策の充実
施策④ ひとり親家庭等への自立支援の充実
施策⑤ 貧困の連鎖を断ち切るための支援の充実

重点施策

施策① こどもまんなか社会の実現
施策② 少子化対策の推進

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

子どもの貧困対策推進計画子どもの貧困対策推進計画

第２期プランの
分析・評価

・

基礎調査等の
分析

・

社会環境の
変化

（こども基本法・
こども大綱）

（次元の異なる
少子化対策）

（子ども・若者の
居場所づくり）

など



量の見込み①（就学前の教育・保育）

①就学前の教育・保育（幼稚園・認定こども園・保育所等）

⇒６〜７ページに区分ごとの詳細や確保方策の考え方を掲載

●子ども・子育て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業計画」では、就学前の教育・保育及び
地域子ども・子育て支援事業について、５年間の「量の見込み」（利用に関するニーズ量）及び
「確保方策」（量の見込みに対応する確保量と実施時期）を定めることとなっている。

→各施設や事業等の利用状況・利用希望を把握するために行った基礎調査の結果や過去の実績から
「量の見込み」を算出
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０～２歳

右記以外 教育利用希望強い

【参考】
令和　５年度

15,174 16,247 6,227 9,341 62,528

令和　７年度 15,422 17,310 4,064 8,534 61,082

令和　８年度 16,079 17,667 3,956 8,320 60,717

令和　９年度 16,946 18,173 3,911 8,241 60,813

令和１０年度 17,450 18,678 3,886 8,183 60,509

令和１１年度 17,872 19,310 3,878 8,184 60,399

保育所等（０～２歳児） 保育所等（３～５歳児）区　　分 幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）

【参考】
就学前児童数の推計

（０～５歳）

量
の
見
込
み
（

需
要
量
）

３～５歳

保育の必要性あり
（３号）

保育の必要性あり（２号）
教育のみ
（１号）



量の見込み①－１（保育所等）

①−１保育所等
●量の見込みの考え方
・人口推計、共働き世帯率、共働き世帯の申込率から算出
（①人口推計（歳児別）×②共働き世帯率＝③共働き世帯の子
どもの数）×（④共働き世帯の申込率×⑤共働き世帯の申込率
の平均増加率）＝⑥保育需要（見込み）

０〜２歳児

３〜５歳児

●確保方策の考え方
・将来的な保育需要の減少を見据え、認定こども園や子育て支援
型幼稚園の普及、既存保育園の定員変更など、既存資源の活用
を優先して対応していく。
・既存資源の活用では保育需要の増加に対応できない地域におい
ては、認可保育所等を整備していく。

（認可保育所、認定こども園（保育所部分）、ナーサリールーム、家庭保育室、地域型事業所内保育施設、企業主導型保育事業）

6

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

計画値 13,771 14,507 15,246 15,515 15,894 15,422 16,079 16,946 17,450 17,872

実績値 13,821 14,216 14,718 15,174 ―

計画値 12,249 14,539 15,265 14,629 16,143

実績値 12,180 13,577 14,412 14,631 ―

【指標】利用希望者数（人）
／定員（人）

現行プラン 次期プラン（案）

量の見込み

確保方策
検討中

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

計画値 14,449 15,264 15,801 15,489 16,023 17,310 17,667 18,173 18,678 19,310

実績値 13,943 14,463 15,349 16,247 ―

計画値 14,636 15,501 15,922 18,042 18,202

実績値 14,542 16,563 17,686 17,998 ―

【指標】利用希望者数（人）
／定員（人）

現行プラン

確保方策

次期プラン（案）

量の見込み

検討中



量の見込み①－２（幼稚園・認定こども園）、②放課後児童クラブ
①−２幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）
●量の見込みの考え方

②放課後児童クラブ

●確保方策の考え方

●量の見込みの考え方 ●確保方策の考え方

・基礎調査の結果から国の手引きに基づき算出する。
・５歳児の推計児童数については、算出した推計児童数に令和２
年〜令和５年の４歳児から５歳児への増加率を踏まえて、補正。

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

計画値 19,985 19,891 19,443 19,268 19,159 12,598 12,276 12,152 12,069 12,062

実績値 17,420 18,550 16,710 15,568 ―

計画値 19,985 19,891 19,443 19,268 19,159

実績値 17,420 18,550 16,710 15,568 ―

現行プラン 次期プラン（案）

量の見込み

【指標】利用者数（人）

確保方策
検討中

量の見込み分の定員数は充足している。

待機児童の解消に向けて、民設放課後児童クラブの整備を進めるとも
に、放課後子ども居場所事業のモデル事業の検証を踏まえ、全市展開
について検討する。

・５歳児が翌年度１年生となった際に、どのくらいの割合が放課後
児童クラブを利用しているのかの「移行率」を各区算出し、小学
校１年生の見込みを算出してから小学校２〜６年生を算出する。
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Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

計画値 13,089 14,025 14,389 13,834 14,181 14,365 14,989 15,360 15,750 15,988

実績値 12,128 11,827 12,411 12,800 ―

計画値 13,089 14,025 14,389 13,834 14,181

実績値 12,046 12,374 12,738 13,567 ―

次期プラン（案）

量の見込み

確保方策

【指標】利用希望者数（人）
／受入可能児童数（人）

現行プラン

検討中



量の見込み③（地域子ども・子育て支援事業）
③地域子ども・子育て支援事業（主なもの）

＊令和４年度までの実績は延べ利用人数のみ把握しており、利用実人数は算出困難。
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Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

時間外保育（延長保育事業） 利用実人数（人） ＊ ＊ ＊ 7,221 ― 7,917 8,297 8,519 8,695 8,916

子どもショートステイ事業 延べ利用者数（人） 21 27 36 88 ― 150 150 150 150 150

トワイライトステイ事業 延べ利用者数（人） 15 17 19 32 ― 40 40 40 40 40

妊産婦・新生児訪問指導事業 訪問件数（件） 11,577 12,690 12,745 16,147 ― 16,269 16,341 16,446 16,439 16,375

ハローエンゼル訪問事業 実施件数（件） 3,907 3,262 3,116 1,400 ― 1,440 1,450 1,460 1,450 1,450

子育てヘルパー派遣事業（養育支援事業） 派遣件数（件） 80 49 52 38 ― 40 40 40 40 40

子ども虐待予防家庭訪問事業 世帯訪問数（世帯） 66 66 71 46 ― 63 63 63 63 63

単独型子育て支援センター事業　　延べ利用者数（人） 56,719 90,783 109,180 160,632 ― 152,500 153,800 156,500 156,400 155,600

保育施設併設型子育て支援センター事業　　 延べ利用者数（人） 40,159 47,077 60,749 65,203 ― 76,419 77,053 78,419 78,351 77,963

のびのびルーム事業　　　　　　　延べ利用者数（人） 17,206 23,408 24,266 26,133 ― 24,800 25,000 25,400 25,400 25,300

預かり保育事業（幼稚園）　　　　延べ利用者数（人） 373,843 476,111 535,512 568,667 ― 660,440 690,410 737,030 793,261 868,047

一時預かり事業（保育所）　　　　延べ利用者数（人） 14,000 13,390 13,957 16,263 ― 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000

一時預かり事業（単独型子育て支援センター）　　 延べ利用者数（人） 687 1,575 1,871 2,588 ― 2,300 2,300 2,300 2,300 2,300

病児保育事業　　　　　　　　　　利用申込者数（人） 1,308 3,112 3,294 4,021 ― 6,469 7,469 7,749 7,749 7,749

ファミリー・サポート・センター運営事業　 延べ利用者数（人） 11,998 12,546 13,971 16,408 ― 16,500 16,700 16,900 17,000 17,200

子育て緊急サポート事業　　　　　延べ利用者数（人） 823 1,388 1,394 1,868 ― 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350

妊婦健康診査　　　　　　　　　　　　　　件数（件） 10,186 9,666 10,011 9,551 ― 9,436 9,477 9,538 9,534 9,497

児童育成支援拠点事業 利用実人数（人） ― ― ― ― ― 176 175 173 172 171

事業名 指標
実績 次期プラン（案）



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

子
ど
も
・
青
少
年
の
び
の
び

希
望
プ
ラ
ン
の
策
定

子
育
て
支
援
策
検
証
事
業

こ
ど
も
ま
ん
な
か
・

少
子
化
対
策
会
議

契
約
（
計
画
策
定
支
援
）

児
童
福
祉
専
門
分
科
会

児
童
福
祉
専
門
分
科
会

量の見込み・確保方策の検討
素案検討

議
会
報
告
（
計
画
素
案
）計画素案調整

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

意見反映

完成

契
約
（
計
画
策
定
支
援
）

契約
準備

中
間
報
告

最
終
報
告
・
記
者
発
表

意識調査、聴き取り・現地調査
有識者意見聴取 等

報告書執筆

中間報告を踏まえた
「重点施策（素案）」
を提示 シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
（
子
ど
も
へ

の
意
見
聴
取
）

スケジュール

第
１
回

会
議

第
２
回

会
議

第
３
回

会
議

・こどもまんなか
重点取組方針の
検討など

・関連する予算要求
の内容の報告

・検証事業の中間報告
について

・少子化対策重点取組
方針案の検討

・次年度取組むべき
事業について

タウンミー
ティング

児
童
福
祉
専
門
分
科
会骨子案の検討

小・中学生
からの
意見聴取
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